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 令和２年第６回教育委員会議事録 

 

開 催 日 時  令和２年６月２７日（水） 

午前９時３０分～午前１１時３５分 

 

場     所  教育委員会会議室 

 

出  席  者  教   育   長  石 黒   貢 

 教 育 長 職 務 代 理 者  加 藤  正 道 

委       員  木 下  史 江 

委       員  髙 橋  洋 一 

委       員  田 口  理 恵 

 

事 務 局 出 席 者  教 育 総 務 部 長  荒 浪   淳 

 学 校 教 育 部 長  井 上  正 人 

教育総務部副部長兼社会教育課長 

井 上  隆 雄 

学校教育部副部長兼学務課長 

田 口  周 一 

 学 校 教 育 部 副 部 長 兼 指 導 課 長 兼 小 中 一 貫 教 育 推 進 室 長 

            山 本   誠 

 文 化 財 保 護 課 長  髙 山   治 

 教 育 総 務 課 庶 務 係 主 事  髙 橋  仁 志 

 教 育 総 務 課 庶 務 係 主 事  武 内  由 紀 

査  

  



2 

○ 開会の言葉及びあいさつ  石黒教育長 

 

会議事項 

１．会議録の承認について 

(1) 令和２年第５回教育委員会定例会分 

【出席教育委員全員が承認】 

 

２．教育長諸報告について [ 別紙のとおり ] 

 

３．議 題  

議案第４４号      ［ 説明者 田口学校教育部副部長兼学務課長］ 

八潮市立小、中学校管理規則の一部を改正する規則について 

八潮市立小、中学校管理規則（昭和３２年教委告示第９号）の一部を別紙の

とおり改正したいので、議決を求める。 

令和２年６月２４日提出 

八潮市教育委員会教育長 石 黒  貢 

提 案 理 由 新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、令和２年度にお

ける学期及び休業日の特例を定めたいので、この案を提出するものである。 

【資料説明】 

[質 疑] 

なし 

［教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。］ 

 

議案第４５号      ［ 説明者 田口学校教育部副部長兼学務課長］ 

八潮市学校運営協議会委員の委嘱について  

八潮市学校運営協議会委員に別紙の者を委嘱したいので、八潮市学校運

営協議会規則第６条第１項の規定により議決を求める。  
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令和２年６月２４日提出 

八潮市教育委員会教育長 石 黒  貢 

提 案 理 由 新たに八潮市学校運営協議会委員を委嘱したいため、こ

の案を提出するものである。  

【資料説明】 

[質 疑] 

なし 

［教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。］ 

 

議案第４６号        ［ 説明者 田口学校教育部副部長兼学務課長］ 

八潮市就学指定校変更・区域外就学基準について 

八潮市就学指定校変更・区域外就学基準を別紙のとおり制定したいので、議

決を求める。 

令和２年６月２４日提出 

八潮市教育委員会教育長 石 黒  貢 

提 案 理 由 就学指定校変更・区域外就学基準（平成１７年１１月１０日

教育長決裁）を廃止し、新たに八潮市就学指定校変更・区域外就学基準を制定

したいので、この案を提出するものである。 

【資料説明】 

[質 疑] 

〇石黒教育長 

 基準にある、その他教育委員会が相当と認める場合の具体例について教えて

ください。 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

 経済的な理由としましては、制服が買えずおさがりを使用する場合や転居し

て学区が変わってしまうが、すでに学用品をすべて揃えていて再購入が難しい

場合などが挙げられます。 
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 また、人間関係等でトラブルがあり、該当者と同一校へ就学することが児童

生徒にとって不安や不利益と判断した場合が挙げられます。 

特に小学校においては、保護者の責任において登下校を行うことを条件とし

ています。 

〇加藤教育長職務代理 

 入部を希望する部活動によって、区域外就学が認められる場合があるのか教

えてください。 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

学校によって設置している部活動と設置していない部活動がありますので、

ご相談に応じております。 

［教育長が採決を行い、出席委員全員の賛成により承認される。］ 

 

４．各部課長報告・連絡事項 

●荒浪教育総務部長 

（１）令和２年第２回八潮市議会定例会一般質問について 

【資料説明】 

  １点目、令和２年第２回八潮市議会定例会の一般質問ですが、教育総務部

関係では、小倉順子議員から「オンライン学習環境整備について（ＧＩＧＡ

スクール構想）」、郡司伶子議員から「小中学校のトイレの洋式化について」、

金子壮一議員から「小中学校におけるＩＣＴ教育の推進について」、林雄一

議員から「市有地の活用について」、朝田和宏議員から「新設小学校につい

て」の質問がありました。 

  はじめに、小倉議員の質問要旨１の「ＧＩＧＡスクール構想が年度内に前

倒しになりましたが、その環境整備である高速、大容量の校内ＬＡＮの工事

計画について」に対しては、「国の公立学校情報通信ネットワーク環境施設整

備費補助金を活用し、校内ＬＡＮ設備と１人１台端末を充電・保管する電源
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キャビネットを今年度中に整備したいと考えております。」と答弁しました。 

  また、同議員の質問要旨３の「１人１台端末はリースとするのか」につき

ましては、「現在のパソコンルームの教育用タブレット等はリースであり、賃

貸借機器の保守業務も併せて契約しております。リースではなく買取りによ

り整備する場合は、保守について別途契約が必要になります。１人１台端末

をリースで整備するかについては、総事業費による比較をはじめとして、様々

な検討を行い、決定したいと考えております。」と答弁しました。 

  次に、郡司議員の質問要旨１の「市内小中学校のトイレの現状について」

ですが、「耐震・大規模改修工事でトイレ改修を実施した学校につきましては、

洋式化率が５０％を超えており、市内小中学校全体の洋式化率は約６０％と

なっております。しかし、松之木小学校は約４０％、八潮中学校は約２０％

で、特に低い状況となっております。」と答弁しました。 

  続いて、同議員の質問要旨２の「大規模改修に合わせてとのことですが、

その予定について」に対しては、「学校運営への影響と工事費の削減を図るた

め、耐震改修工事と大規模改修工事を合わせて実施してきましたが、平成２

７年度末までに耐震化が完了して以降、大規模改修工事を実施できていない

状況です。今年度は大原中学校特別教室棟の大規模改修を予定していました

が、新型コロナウイルス感染症の影響で夏休みが大幅に短縮されることから、

現在、工事の実施を見合わせています。今後の大規模改修の予定につきまし

ては、各学校の劣化状況を踏まえながら計画的に実施したいと考えています。」

と答弁しました。 

  さらに同議員の質問要旨３の「小学校新入学児が使用するトイレの洋式化

を優先的に実施すること」につきましては、「多くのご家庭のトイレが洋式化

となっている現状から、新入学児が和式トイレを使用する場合に戸惑いなど

があると考えており、改修の必要性は認識しています。今後、学校とよく協

議しながら、現状でできる対応を検討するとともに、トイレ洋式化を含めた
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計画的な大規模改修を進めてまいります。」と答弁しました。 

  次に、金子議員の質問要旨１の②の「公立学校情報機器整備費補助金を活

用した１人１台端末整備への対応について」に対しては、「公立学校情報機器

整備費補助金を活用し、今年度中の整備を目指してまいりたいと考えており

ます。」と答弁しました。 

  次に、林議員の質問要旨２の「今後の学校用地の取得について」に対して

は、「令和７年度に新設校の開校を予定しておりますが、建設予定地の整備状

況としましては、民家・道路・水路・電柱等が残っており、更地にはなって

いない状況です。令和７年度の開校に向けて区画整理事業の施行者である埼

玉県と協議を進めており、庁内関係部署と調整のうえ、速やかに取得できる

よう努めてまいります。」と答弁しました。 

  最後に、朝田議員の質問要旨１の①の「現時点での新設校開校までの行程

（ロードマップ）について」に対しては、「設計・施工分離発注方式で進めた

場合、令和３年度に基本設計、令和４年度に実施設計、令和５、６年度に建

設工事となることが見込まれ、これ以外にも用地の購入や学区の設定、学校

名の決定等の様々な手続きを経て、令和７年度の開校を目指すことになりま

す。」と答弁しました。 

  次に、同議員の質問要旨１の②の「図書館や公民館等が併設された複合型

校舎建設の検討について」に対しては、「児童数の急増で教室不足が見込ま

れており、その対応として新設校を令和７年度に開校する必要があるという

結論に至っています。新設校の校舎の複合施設化を考えた場合、併設する施

設の必要性や機能の検討など、時間をかけて様々な角度から慎重に検討する

必要があると考えられ、また、工事期間の長期化も懸念されます。教室不足

を生じさせないことが最優先であり、令和７年度開校が必須であることから、

複合型校舎建設の検討は行っておりません。」と答弁しました。 
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（２）令和２年５月分「市民の声ボックス」の受付及び処理状況について 

【資料説明】 

続きまして、２点目「令和２年５月分「市民の声ボックス」の受付及び処理状 

況について」でございますが、市全体の「市民の声ボックス」の５月分の投書 

は５８件、このうち教育委員会への投書は７件でございました。 

 内容といたしましては、まず（４番）教育総務課宛に「幼稚園の無償化によ 

り利用料月額 25,700円を助成していただいていますが、休園中で１日も通園し 

ていないにもかかわらず、それでは賄えない分の利用料が引き落とされている 

状況です。休園中の幼稚園の利用料を市で助成していただけるような制度があ 

るとありがたいと考えます。」というものでした。 

 この投書に対しまして、「本市では、幼児教育・保育の無償化の実施に伴い、 

保育料として、国が定めた月額 25,700円を上限に、補助しています。一方、各 

幼稚園では、独自に保育料を定めており、市の上限額を超える部分については、 

保護者の皆様にご負担をいただいております。幼稚園の休園中の保育料につい 

ては、国や県などから、補助額の変更や上乗せなどに関する通知等がないこと 

から、これまで通り、月額 25,700円を上限とした制度としております。」と回 

答いたしました。 

 次に、（５番）学務課宛に「文科省が優先登校をするよう要望を出しているが、 

反対である。午前と午後の分散登校とあったが、朝は集団登校ではなく親が送 

るのか。午後の場合は仕事を、そのために休まなければならないのか。もし、 

優先登校が八潮市で実施されることになっても、登校させたくない。その場合 

は欠席になるのか。全学年が登校しても大丈夫なぐらい安全が確保されてから 

の登校判断をしてほしい。」というものでした。この投書については、回答を求 

められておりませんので、業務の参考とさせていただきました。 

 次に、（２７番）指導課宛に「生徒または児童の自宅のコンピュータを活用し 

た、遠隔授業および試験は、コロナ騒動中も、課程の消化不良を起こさぬばか 
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りか、平常時にあっても、登校拒否の生徒または児童を救済できる。」というも 

のでした。この投書については、回答を求められておりませんので、業務の参 

考とさせていただきました。 

 次に、（３１番）社会教育課宛に「緊急事態宣言延長で図書館のすべての業務 

が止まっています。埼玉県では図書館を使用できる体制にする動きがあるよう 

ですが、八潮市でも人との接触が最低限であるメールによる貸し出しの受付を 

早期に再開していただきたい。通常通りの図書館使用はまだ無理かと思います 

が宜しくお願いいたします。」というものでした。 

 この投書に対しまして、「ご指摘のメールによる貸し出しの受付につきまして 

は、５月２６日からインターネット、電話での予約受付及び予約資料の貸出を 

再開いたします。その他の図書館サービスにつきましても、新型コロナウイル 

ス感染症の状況等を踏まえ、早期再開に向けて努力していきます。」と回答いた 

しました。 

 次に、（４５番）学務課宛に「未来を担う子供たちの教育環境を充実させてく 

ださい。エアコンが入って良かったです。専科教員（図工、音楽、家庭科）を 

確保してください。」というものでした。 

 この投書に対しまして、「市内小・中学校の教職員数については、「埼玉県市 

町村立小・中学校県費負担教職員配当基準」に基づいて配置しています。なお、 

小学校は、教科担任制ではありませんが、音楽担当教員を配置しています。ま 

た、図工、家庭科については、各学校で実態に応じて、担任等が指導をしてい 

ます。その際、図工主任、家庭科主任が研修等で学んだ指導法を、校内研修に 

おいて全教職員で共有して、指導にあたっています。」と回答いたしました。 

 次に、（５６番）社会教育課宛に「図書館を再開されると思いますが、新型コ 

ロナ対策は、何かされていますでしょうか。又、貸し出す本は、紫外線殺菌等 

殺菌や除菌は行われていますでしょうか。」というものでした。 

 この投書に対しまして、「新型コロナ対策ですが、利用者と応対する職員はバ 
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イザーとマスク、手袋を装着し、カウンターにはビニールカーテンを装備する 

ことで感染対策をします。利用者の皆様には、マスクの装着と手指の消毒をお 

願いするとともに、当面の間、閲覧席の使用をご遠慮いただき、館内での滞在 

時間を短くする対策をとります。また、図書資料につきましては、返却後２４ 

時間は所定の場所に留め置いたのち、表面を殺菌剤でふき取ります。更に新し 

い生活様式を踏まえ、緊急連絡先名簿の作成等対策を講じてまいります。」と回 

答いたしました。 

 最後に、（５８番）指導課宛に「中高生の親の意見です。とても子供達の心配 

をしており、他の県の事だとはわかっているが、そういう垣根を取り払って似 

たようなもの（教室の机についたて）を作ってほしい。」というものでした。 

 この投書に対しまして、「現在のところ、お手紙に貼付していただいた新聞記 

事の学校のように、机を囲む飛沫感染防止ボードを完備している学校はござい 

ません。 

 八潮市では、５月第４週から分散登校日を学校ごとに設け、６月１日からよ 

うやく学校再開の運びとなりました。学校再開に際しましては、各学校が「密 

閉、密接、密集」を避ける対応策を練り、校長会で共有しながら協議を重ねて 

まいりました。 

 具体的には、「換気を頻繁に行う」、「フェイスシールドを装着して授業を行う」、 

「児童生徒数が４０名近い学級は、図工室や音楽室などの広い特別教室で授業 

を行う」、「体育館での集会を取りやめ、放送による実施とする」、「理科室や家 

庭科室など、向かい合う机の中央に飛沫防止ボードを設置する」、「教卓の前に 

ビニールシートを天井から吊るす」等、各校の実情に応じて様々な対応策が講 

じられています。」と回答いたしました。 

 

（３）その他 

（新設小学校について） 
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 先日の６月議会におきまして「基本構想・基本計画」に係る予算が可決され 

ましたので、今後、入札を経て事業者を決定する予定です。また、今年度中に 

建設予定地のどこに建設するのかを決めたいと考えております。 

新設小学校の土地につきましては、購入に向けて埼玉県と協議を行っておりま 

す。 

（大瀬小学校の増築について） 

６月議会におきまして「基本設計」に係る予算が可決されましたので、今後、 

入札を経て事業者を決定する予定です。この基本設計の中で、事業方式（従来 

型の設計施工分離発注方式とするかリース方式とするか）や建設場所を決めた 

いと考えております。 

 

●井上学校教育部長 

（１）令和２年第２回八潮市議会定例会一般質問について 

【資料説明】 

 まず、大泉芳行議員から「新型コロナウイルス感染症の対応について」とい

うことで、「小中学校内での感染拡大防止の実施状況について」質問がありまし

た。 

 ２人目としまして、小倉順子議員から「オンライン学習環境整備について

（GIGAスクール構想）」質問がありました。先生方のご負担を考えていただいた

もので、ソフトウェア更新やセキュリティ対策の専門スタッフ等の配置につい

てどう考えているかという内容でした。 

 ３人目としまして、金子壮一議員から「小中学校における ICT 教育の推進に

ついて」ということで、主に、現在市内小中学校に整備されているタブレット

端末の活用状況や運用上の課題ことと、一人一台端末の導入後の教育 CIO（最高

情報責任者）と学校 CIOの設置について、ご質問をいただきました。 
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 ４人目としまして、福野未知留議員から「『「新しい生活様式」の実践例』の

啓発について」ということで、「教育を止めないための取組みと課題について」

ご質問をいただきました。 

 ５人目としまして、川井貴志議員から「新型コロナウイルスの対応について」

小中学校の再開について詳しく教えてほしいということで、ご説明を申し上げ

ました。 

 ６人目としまして、矢澤江美子議員から「新型コロナウイルス感染症関連対

策について」ということで、学校給食費に関するご質問とオンライン授業につ

いてご質問をいただきました。オンライン授業については、小倉順子議員と金

子壮一議員の質問の答弁でご説明しており、矢澤議員の質問に対する答弁は不

要とのことでしたので、学校給食費に関するご質問のみ答弁いたしました。 

 ７人目としまして、池谷正議員から「新型コロナウイルス対策と子どもの学

ぶ権利の保障について」ということで、池谷正議員からは、すべて教育に関す

るご質問をいただきました。 

 最後に、森下純三議員から「輝く子供たちについて」ということで、毎年議

場で子どもたちの活躍についてお話しさせていただく機会を設けていただいて

おりますので、今回もご紹介させていただきました。 

 

（２）その他 

 ６月１日より学校が再開され、石黒教育長と足を運んで各学校の様子を見た

り、校長会から情報収集をしました。おそらく委員の皆様も懸念されているで

あろうことの１つとして、新型コロナウイルス感染症予防のため、学校再開に

不安を感じていて登校できない児童生徒がどれくらいいるのかということがあ

るかと思います。学校再開当初は、該当する児童生徒が結構いましたが、議会

答弁を行った６月１６日現在で、小学校５人、中学校４人まで減り、その後も

減っています。 
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 登校できない児童生徒については、全く学校に来ていないというわけではな

く、先生方が放課後の時間に個別に呼んで課題を渡したり、勉強を教えたり、

あるいは、先生方が家庭訪問をして課題を受け渡したりと、学習については継

続して行っています。 

 また、登校できない児童生徒のなかには、担任の先生が足繫くご家庭に通い、

学校での感染対策の説明をしたり、課題を丁寧に見てあげたことによって、保

護者の方の考えが変わり、登校を再開したという例もございました。新型コロ

ナウイルス感染症に対する不安というのは各家庭によって異なりますし、同居

家族の中に基礎疾患をお持ちの方がいらっしゃる場合もあると思います。 

 今後は、児童生徒本人に陽性反応が出ることも起こると思われます。子ども

同士でのいじめに対する心のケアや学習の保障における体制を整えて粛々と行

っていくしかないと考えています。 

 

●井上教育総務部副部長兼社会教育課長 

（１）八潮市立八幡図書館・公民館大規模改修計画（案）について 

【資料説明】 

八潮市立八幡図書館と八幡公民館につきましては、それぞれ昭和５８年５月

に建築され、築３７年を経過しています。平成３０年度に実施した「八幡図書

館・八幡公民館建物診断業務」においても、躯体、設備ともにいくつかの箇所

について対応することが望ましいとの指摘があったところです。 

 今回、八幡図書館・公民館は、建築後３７年を迎え、アセットマネジメント

のアクションプランにおいて、今後１０年間の取組内容として現状施設を維持

とされていますが、これまで大規模な改修が実施されておらず、老朽化により

施設の不具合も多くなっている状況です。 

 また、八幡公民館においては、八潮市地域防災計画において、指定避難所に

も指定され、「第５次八潮市総合計画」においても、図書館、公民館等の社会教
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育施設の充実や社会の要請に応えた教育の環境づくりの充実が掲げられている

ところです。 

 このことから、市民誰もが安全・安心に心地よく利用でき、市民ニーズや将

来の社会の変化にも柔軟に対応できる施設を目指し、「八潮市立八幡図書館・公

民館大規模改修計画」を策定し、大規模改修工事を実施するものです。 

 図書館における大規模改修の基本コンセプトとしまして、市民誰もが安全・

安心に心地よく利用できる図書館を目指し、分かりやすい書架のレイアウトや

震災時の書架の転倒防止の対応、パーテーションを撤去し開放的で明るい学習

スペースの確保、照明器具に LED を用いた充分な照度の確保、バリアフリー化

に努めます。 

 また、子どもの読書離れを防ぎ、児童が図書への親しみを感じられる図書館

を目指し、児童書スペースを拡充したり、読み聞かせスペースと一般書のスペ

ースに一定の距離を確保します。 

 続いて、将来の社会の変化にも柔軟に対応できる図書館としまして、今後３

０年間を見通した大規模改修となるため、環境整備に必要があるものについて

は、整備を進めていく考えです。図書館サービスの情報化として、Wi-Fi など

ICT環境の整備拡張にも対応していきたいと考えています。 

 公民館においては、視聴覚室にある備え付けの机・椅子を撤去し、多目的に

使用できる部屋への改修や鏡張りの部屋の設置、子育て広場としての活用を想

定した和室の改修、フリースペースとしての共用ロビーの場の創出に努めます。 

 また、災害時に指定避難所として機能できる公民館を目指し、空調設備の完

備や調理室の改修、手すりの設置などを行います。 

 図書館及び公民館に共通するコンセプトとしましては、（１）複合施設の利点

を生かし、楽しく学ぶことができる施設、（２）コミュニティ形成を支援する施

設、（３）幅広い利用者層が安心して利用できる施設を考えています。主に、ト

イレの改修や授乳室の新設などを計画しています。 
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 大規模改修の内容として、図書館では、床面・壁面・天井の張替やパーテー

ションの撤去、照明器具の改修を行います。公民館では、床面・壁面・天井の

張替や備え付け机・椅子・木製ベンチの撤去、畳の張替、調理器具の入替を行

います。図書館と公民館の共通事項としましては、主に空調設備やトイレの改

修を予定しています。 

また、備品としまして、本棚や閲覧設備（机・椅子など）の入替も考えてい

ます。 

 今後のスケジュールとしまして、今年度はこの計画をもとに実施設計を行い

ます。工事費用は、令和３年度の予算に計上し、およそ９か月間（令和３年７

月から令和４年３月まで）にわたり改修工事を行う予定です。工事期間は、図

書館・公民館ともに全館休館となります。令和３年度中に図書の再配架を完了

し、令和４年４月のリニューアルオープンを目指します。 

 利用者の方から回収したアンケート調査によると、図書館内の明るさ・清潔

感、トイレ等の施設設備について、やや不満・不満という声が多くありました。 

 平成３０年に実施された八幡図書館・八幡公民館建物診断業務委託調査の結

果報告書によると、構造上の問題はありませんでしたが、主に屋上や外壁、空

調について早急な対応が求められています。 

 新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、この改修の内容をすべて行うこ

とができるかどうか現時点で見通しがたてられない状況のため、あくまで予定

としてご理解いただければと思います。 

 この計画は、アセットマネジメント推進本部で最終決定されます。委員の皆

様におかれましては、お気づきの点がありましたら、７月３日（金）までにお

願いしたいと存じます。 

 

（２）「八潮の教育」について 

関係機関に協力いただき、校正させていただきました。 
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 委員の皆様におかれましては、ご意見等がございましたら、７月３日（金）

までに、お願いしたいと存じます。ご意見を踏まえ、７月末を目途に製本し、

委員の皆様には、あらためて配布させていただきます。 

 また、関係機関等への配布、ホームページへの掲載により、周知させていた

だきます。 

 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

（１）令和元年度学校給食費収納状況について 

【資料説明】 

 ５月３１日現在となっております。 

 ３月は臨時休業により学校給食が休止になりましたので、２月分までの集計

となっております。 

 小学校収納率が９９．９７％、中学校収納率が９９．８５％となっておりま

す。小中合計収納率が９９．９３％となっております。 

 昨年度と比較すると０．０５％高い状態となっております。 

 

（２）令和３年度八潮市立八條北小学校小規模特認校制度による児童募集要項

について 

【資料説明】 

 「４ 募集対象学年・募集人数」につきましては、募集人数を新１年生から

６年生までの若干名としていますが、だいたい２０名くらいになるように考え

ております。 

「５ 入学等の条件」としましては、主に（２）小規模特認校の教育方針を

理解し、協力すること。（３）原則、卒業までの間、通学に努めること。（４）

保護者の責任と負担において、保護者の送迎等により安全に通学すること。を

挙げています。 
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「６ 説明会・見学会」としまして、令和２年９月１２日（土）に、八條北

小学校において説明会・見学会の開催を予定しております。 

 

（３）牛乳パックの処理について 

 市内小中学校では、環境教育の一環として、給食で提供された牛乳パックを

分解して洗って干して保管しています。これまでは、月に１回リサイクル業者

に引き取りしていただき、代わりにいただくトイレットペーパーを各学校に配

布していたところですが、飲み残しの牛乳が感染症のリスクを高めるというこ

とで、今年度は牛乳パックのリサイクルを行わず、可燃ごみとして処分するこ

とを決定し、現在対応を行っています。 

 

（４）定期健康診断について 

【資料説明】 

先日６月５日に八潮市医師会による杏の実会に出席し、今年度の定期健康診

断と就学児健康診断のお願いに行ってまいりました。医師会の際にいただいた

助言をまとめ、学校医の皆様にお渡しする依頼文を作成しました。 

 定期健康診断は、毎年６月３０日までに実施することとなっておりますが、

やむを得ない事由によって当該期日までに健康診断を実施することができない

場合は、当該年度末までの間に、可能な限りすみやかに実施することと通知さ

れています。学校医の先生方には各学校の養護教諭等から日程についてご相談

させていただきますので、先生方には、ご無理のない範囲で日程の相談にご協

力いただきたいとしています。 

また、就学児健康診断についても、同様としています。 

 令和２年度における感染症拡大防止のための健康診断の留意点につきまして

は、ほとんどが学校医の先生方からの助言にもとづくものです。 

 学校医の先生方からの助言については、市内各小中学校長あてに通知を発出

しています。 
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 現在学校では、学校医の先生方と日程調整をしているところですが、教育委

員会も学校と連携しまして、健康診断が実施できるよう努めてまいります。 

 

●山本学校教育部副部長兼指導課長兼小中一貫教育推進室長 

（１）教科書採択関係について 

【資料説明】 

 委員の皆様におかれましては、６月１８日（木）と１９日（金）に、教科書

の展示会場にて調査研究をしていただき、ありがとうございました。 

 本日は、担当指導主事が精査した内容をご確認いただき、中学校の教科用図

書について、調査研究書に押印をお願いいたします。 

 今後の予定としましては、７月の定例教育委員会において八潮市採択案を決

定いたします。その後３市合同の採択協議会で、第２５採択地区採択教科書を

決定し、７月２９日（水）９時３０分から実施されます臨時教育委員会におい

て、採択を決定いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

（２）平成３１年度（令和元年度）児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上

の諸課題に関する調査について 

【資料説明】 

 昨年度の不登校の調査結果をまとめたものですが、昨年度と比べて不登校率 

が減少しました。教育委員会を中心に作成した不登校手引きの活用、総合的な 

不登校対策、各学校において組織的にスクールソーシャルワーカー、スクール 

カウンセラー（昨年度、小学校にもスクールカウンセラーが設置）、教育相談所 

及び関係機関と連携を図りながら取り組んできた成果と考えています。 

特に教育相談所では、昨年度５３９１件の相談がございました。学校と連携を 

図りながら、成果を出しています。 
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 また、いじめについては、昨年度は３６９件という結果でした。いじめの定

義が変わり、ひやかしやからかい、本人が苦痛とするものすべてが対象となっ

ております。いずれも指導済みまたは解消されています。 

 暴力行為については、小学校が２１件、中学校が３５件、計５６件という結

果でした。友達同士の小競り合いも含まれています。いずれも各学校内で指導

済みとなっております。 

 

（３）令和２年５月・６月の事件・事故報告について 

【資料説明】 

 不審者情報が数件挙げられています。いずれも警察に連絡済みのものとなっ

ております。子どもたちには注意喚起を継続していくように対応しております。 

 また、６月４日（木）の校長連絡協議会において、木下委員より情報提供い

ただきました、「学校が始まると不審者の数が非常に増える」ということを井上

学校教育部長から注意喚起させていただきました。 

 その結果、学校の構えとして、メール配信等で不審者情報を一斉に保護者に

伝えるようにしています。 

 

（４）ＧＩＧＡスクール構想について 

 【資料説明】 

１枚目は、先ほど荒浪教育総務部長が議会の一般質問について説明した内容

となっております。令和２年４月に文部科学省よりＧＩＧＡスクール構想の加

速による学びの保障が打ち出されました。教育総務部と連携して、八潮市がめ

ざす教育の情報化の姿ということで、順次準備を進めているところです。 

「八潮スタンダード」と「ＩＣＴ学習支援ソフト」を組み合わせた教育活動

の実現ということで、八潮スタンダードの流れに沿って例をあげると、「つか

む・見通す」の場面で、挿絵や写真などの視覚教材（ドリルソフト）を活用し、
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子どもたちの興味・関心をぐっとひきつけるような良い導入ができるのではな

いかと考えております。 

 また、「深める」場面では、先生方が机間巡視により子どもたちの考えや意見

を確認しているところを、端末上にクイズ番組のように子どもたちの考えや意

見が一斉に反映されて誰もが見られるようになることで、なかなか発言や意見

ができない子どもたちを見落とさず、良い授業ができるのではないかと考えて

います。 

 学校（授業）や家庭で使用する学習支援ソフトについて、今現在考えている

案についても提示させていただきました。現在、タブレットＰＣを各学校に４

０台（八條北小学校のみ２５台）設置しています。 

 昨年度、柳之宮小学校では、理科の授業で子どもたちが育てている植物を端

末で写真を撮り、教室に持ち帰ってみんなで意見交換をしたり、体育の授業で

は、ハードルや跳び箱を跳んでいる子の写真を撮って跳び方の確認をしており、

子どもたちはとても早く端末の使い方を吸収し、活用して深い学びに達してい

るなと感じました。 

 最後に、八潮市の将来の教育の姿ということで、児童生徒の朝学習に個別最

適化学習というものを取り入れて、個別にタブレットを使ってどんどんＷｅｂ

学習を進められるのではないか、各教科の「深める」場面で、協同学習ソフト

を活用し、個人の考えや発言等の見える化を図ったり、「まとめる」場面では、

問題ができる子にはどんどん問題を解いてもらうこともできます。問題につま

ずいている子については、先生方が履歴を確認しながら、個別に支援ができる

ようにしていきます。 

 

●髙山文化財保護課長 

（１）資料館講座「前九年合戦絵巻の物語」について 

【資料説明】 
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資料館講座は、市民への学習機会の提供を目的とした事業です。今回の講師

は、説話文学研究を専門とする当館職員が務め、市内旧家に伝わる絵巻物を用

いて、合戦絵巻の成立由来や伝播の系譜、描写場面の絵解き、時代背景などに

ついて他の文学作品を交えながら解説を行います。 

 

（２）体験講座「藍染めエコバッグ作り」について 

【資料説明】 

体験講座は、本市の生活文化を楽しく学ぶことに主眼を置いた事業で、今回

は、江戸時代後期より市内でさかんとなった染色業を取り上げます。講座では、

市内染色業の歴史を紹介するとともに、白無地エコバックの絞り染め体験を行

い、古くから伝わる植物染料を使った染色技法を学びます。 

いずれの事業につきましても、新型コロナウイルスの感染拡大予防対策を講

じた上で実施してまいりたいと考えております。 

 

（３）その他 

資料館では、老朽化した空調設備の更新工事に伴い、８月以降１２月末まで

の約５か月間、臨時休館する予定となっております。詳細な工事概要につきま

して、現段階では未定ですが、決定後にあらためて本会でお知らせいたします。 

 

 [ 教育長諸報告及び部課長報告・連絡事項の一括質疑 ] 

○木下委員 

 小規模特認校制度による児童募集要項について、説明会・見学会に来られな

かった方の対応について教えてください。 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

 学校では、随時見学の受付を行っており、事前に予約していただければ、学

校から説明を受けることも可能です。 
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〇髙橋委員 

 感染症防止を踏まえ、給食の時間はどのような指導を行っているか教えてく

ださい。 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

 机を動かさず黒板のほうを向いた状態で、私語を慎んで給食を食べている学

校もあります。配膳は、先生がフェイスシールドをして行ったり、廊下で行っ

たりと各学校で感染症対策を行っています。 

〇髙橋委員 

 登下校時の熱中症対策について教えて下さい。 

●山本学校教育部副部長兼指導課長兼小中一貫教育推進室長 

 登下校の際はソーシャルディスタンスを保ったうえで、場合によっては、マ

スクを外すということも考えています。 

体育の授業については、木陰で準備運動をしたり、早めに授業を切り上げて

手洗いと給水の時間を設けることを指導しています。学校によっては、日傘や

ペットボトルの飲み物の持参を検討しているところもあります。 

○髙橋委員 

冷水器の使用状況について教えてください。 

●井上学校教育部長 

 学校によって異なりますが、冷水器はしばらく使用していなかったため、水

質検査を行ったり、業者の方に掃除していただくなどして、使用している学校

もあれば、現状はまだ使用していない学校もあります。最終的には使用できる

ようにしていければと考えています。 

 今年は新型コロナウイルス感染症の影響を受けながら、熱中症対策を考えな

ければならないため、子どもの命を最優先に考えていきたいという思いです。 

○加藤教育長職務代理 

 部活動後の消毒の実施について教えてください。 

●井上学校教育部長 
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 部活動後に限らず、児童生徒の下校後に教室等の消毒を実施していますが、

毎日の消毒作業が先生方にとって負担となってしまっているのが正直なところ

です。そのため、今後、国から学びの保障として支援金が交付されれば、スク

ールサポートスタッフを配置することも検討していきたいと考えております。  

今現在は、部活動を１日おきで行ったり、校庭などで密集が起きないように

ローテーションを組んで行うなど工夫をしながら行っております。 

 夏の部活動の大会等がすべて中止となってしまったため、中学３年生に向け

て、八潮市内で何かできないか中学校長会で話し合っているところです。陸上

部に関しては、八幡中学校で記録会を実施することも検討されているようです。 

 

[ 教育長が定例会閉会の宣言をする ] 

会議終了。  
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次回開催日程  

令和２年第７回定例会 令和２年７月２２日（水）午前９時３０分 
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